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要旨 当院では 2011 年からコンピューターを用いたインシデント報告システムを導入し、職員が匿名でインシデントを報告
できる体制となった。本体制開始後 7 年間でインシデントレポートは 16613件報告されたが、患者影響レベルに従ってレベル 0
からレベル 5 に分類した。レベル 0 は 557 件(全報告数のうち 3.4%)、レベル 1 は 7491 件(同 45.1%)、レベル 2 は 6795 件(同
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5 の 8 ランクに分類した。医療評価機構ではヒヤリ・
ハット集としてレベル 0、1 を収集対象としており、レ













































































全 16613 件のインシデントレポートのうち、レベル 0
は 557 件(全報告数のうち 3.4%)、レベル 1 は 7491 件
(45.1%)、レベル 2 は 6795 件(40.9%)、レベル 3a は
1340 件(8.1%)、レベル 3b は 339 件(2%)、レベル 4a は













ぞれ、430 件、8135 件、8048 件であり、おおよそ 1:19:19



























































[2] Heinrich HW. Relation of Accident Statistics
 to Industrial Accident Prevention.  Proc. of
 the Casualty Actuarial Society, XVI(33-34):
170-174, 1930. 
[3] 医薬品情報委員会，プレアボイド報告評価小委員





[5] 笠原英城. 平成 28 年度プレアボイド報告の概要. 
日本病院薬剤師会雑誌, 54(2), 111-115, 2018. 
 
 
 
